
件名 令和 4年度 第３回 
福井市障がい者自立支援協議会 

地域移行・地域定着部会 報告書 

作成日 令和 4年 11月 9日 
作成者  

日時 令和 4年 11月 9日（水） 14:00 ～ 15:00 会場 ZOOM 
出席者 別紙のとおり 
傍聴者 1 名 
協議事項 １． 障害者の地域移行の情勢について 

２． 取組内容の広報状況について 
３． 地域の理解促進グループ作成資料について 

協議内容 協議事項１ 障害者の地域移行の情勢について について 
※添付資料あり。新聞記事を資料として送付している。障がい者の「地域移行頭打ち」

という見出しが打ち出されている。本当にそうなのか？福井市の状況を調べてもらった。 
 
新聞記事には厚生労働省のまとめにてわかったと表記あるが、市の方では把握できていな

いが、年に１回統計調査があるので、そちらの数値から取ったのではないか？と考える。障
がい福祉計画のために数値は追っているが少ない現状にある。 
 地域移行支援・地域定着支援の給付事業が始まってから１～２年は実績なし。その後増え
ていたが、平成 30 年(７～８名の実績)令和元年あたりを境に減少している。一般相談支援
事業所の数は最大で５事業所、現在は地域移行支援４事業所、地域定着支援３事業所であり、
実績は移行支援０件、定着支援２件である。 

 
協議事項２ 取組内容の広報状況について について 

※添付資料あり。アンケートを取った事業所、医療機関に資料を送付した。福井県精神
保健福祉士協会、福井市社会福祉協議会も加えて資料の送付。 
福井市相談支援事業者連絡会には次回書面をもって案内予定。また民生委員児童委員協

議会連合会については毎月 7日に会合があるが、令和 4年 11月で委員の改選あり、令和 5
年 1月の会合時に案内を予定。訪問看護ステーションへは福井市で 2ブロックに分かれて
いるので、案内を依頼する。 
 
地区相談ほくとうの担当者より、民生委員児童委員協議会で研修をお願いできないか？

という依頼があった。 
 
依頼あり、部会長には報告している。令和 4年 11月 15日(火)13：00より日之出公民館

にて 10 分ほどの時間をもらっている。部会長と事務局である地区相談ほくせいで赴き、
部会で行ったアンケートや今後の研修会について案内しようと考えている。 
 
【結論】 

・令和 4年 11月 15日(火)13：00より日之出公民館にて民生委員児童委員協議会へ部会長



と事務局である地区相談ほくせいで赴き、部会で行ったアンケートや今後の研修会につい
て案内する。 
・引き続き、その他広報をしていく。 

 
協議事項３ 地域の理解促進グループ作成資料について について 
※添付資料あり。前回の部会後、グループメンバーで集まり作成した。重視した点は、よ
り地域の住民の方はあまり知識がない、むしろ偏見があるのではないか？専門職ではない
地域の福祉委員の方などを対象にして、あまり難しい内容ではなく、次に繋げられるよう
な導入として資料を作成した。 
 自分たちの住む地域に障がいのある方、支援が必要になる方がいた場合にどうすればよ
いのか、その方たちにどのような支援者が関わっているのか、困ったときにどこに連絡す
ればよいのかがわかっていれば安心できるのではないかと考えた。 
 事例紹介の部分は空白であるが、ひなた訪問看護ステーションの毛利氏に事例提供して
もらい、かみ砕いて入れ込む予定。 
 
相談先に地区相談はあるが、基幹相談支援センターの説明がない。 
 
相談先が多く挙げられているが、逆にどこに相談して良いのかわからなくならないか？障
がい・高齢など分野ごとに分けられないか？ 
 
ケース相談ではないが、あちこちたらいまわしに合ったことがあった。そういう状況は良
くないと思う。 
 
先日、基幹相談支援センターに相談したが 64 歳の方であったので相談先に迷うところで
あったが、担当者にこちらで対応しますと言ってもらえたので安心できた。相談先が多い
ことは良いことであるが、ワンストップで相談できる体制は必要。 
 
【結論】 
・相談先に基幹相談支援センターを入れ込む。 
・相談先をどのように載せていくのか検討する。 

 
協議事項４ 令和 5年度の改選、取り組み内容について について 
現在の委員メンバーは令和 4年度いっぱいで任期満了となる。再度各団体・機関に参画依
頼をかけて、委員の方が選ばれて参加してもらうことになる。そのため来年度以降参画し
てもらうとよいと考える団体や機関が無いかの意見をお聞きしたい。 
 また地域移行・地域定着部会の 5つの課題に関してある程度取り組みをしてきた。今後
の部会としての取り組みに関して意見をお聞きしたい。 
 



各ワーキンググループで活動を取り組みしてきた。アンケートグループがアンケート終了
したため何をして良いのかわからないというような状況になるのではないか？ 
 
アンケート結果の分析と検証や、その他のグループの活動内容のフィードバックなどへ繋
げていけると良いのではないか？と考える。 
 ※アンケートグループの委員が欠席のため協議することができず。 
 
【結論】 
・次回部会までに各自来年度の部会員改選について意見を用意する。 
・次回部会までに各グループの次年度以降の取り組み内容について意見を用意する。 

 
第４回 
部会 

令和５年２月１日（水）14:00～16:00 WEB会議にて実施予定。 

 


